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7/15 〜 22 
 
 
 
 
 
 
 

梅雨前線豪雨。隠岐を除く県下全域で被害。箇所数 339 件、査定
決定額 1,456 百万円。 
豪雨。雲南・邑智地区を中心に被害。箇所数 72 件、査定決定額
253 百万円。 
 
冬期風浪。益田地区を中心に海岸災害が発生。箇所数 8 件、査定
決定額 2,072 百万円。 
なお、近年では最も被害件数が少ない年（県全体 24 件）であった。 
 
38 年ぶりに 5 月の上陸となった台風第 4 号により県下全域で被害。 
箇所数 63 件、査定決定額 285 百万円。 
梅雨前線豪雨。県東部を中心に被害。箇所数187件、査定決定額
1,094 百万円。 
 
平成 16 年は夏から秋にかけて記録的な集中豪雨やこれまでの記録を
大幅に更新する 10 個の台風が上陸し、これらの影響により全国的に
甚大な被害が発生した。 
台風第 10 号。出雲・邑智地区を中心に被害。箇所数 71 件、査定
決定額 409 百万円。 
台風第 18 号。隠岐や県西部を中心に被害。箇所数 113 件、査定
決定額 475 百万円。 
台風第 23 号。県東部を中心に被害。箇所数 173 件、査定決定額
1,014 百万円。 
 
梅雨前線豪雨。県東部を中心に被害。箇所数509件、査定決定額
1,612 百万円。 
台風第 14 号。県西部を中心に被害。箇所数 118 件、査定決定額
893 百万円。 
 
梅雨前線豪雨。県下全域で被害。箇所数 2,830 件、査定決定額
19,223 百万円。 
この災害は「平成 18 年 7 月豪雨」と命名され、戦後５番目となる未
曾有の大災害となった。 
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8/28 〜 31 
 
 
 
 
 
 
2/23 〜 24 
 
 
 
 
1/12 
 
7/17 〜 21 
 
 
7/10 〜 15 
 
 
5/10 〜 12 
 
9/1 〜 4 
 
 
7/4 〜 7 
 
 
7/28 〜 29 
 
 
8/23 〜 25 
 

7 〜 8 月は局地的な集中豪雨が頻繁に発生した。8 月 31 日未明
には、低気圧を伴う発達した前線の影響で、島根県観測史上最大と
なる時間雨量 131 ㎜を記録するなど、隠岐地区では記録的な大雨に
見舞われ、甚大な被害が発生した。 
豪雨。隠岐地区を中心に被害。箇所数424件、査定決定額3,727
百万円。 
 
冬期風浪。浜田地区を中心に港湾災害が発生。箇所数 6 件、査定
決定額 690 百万円。 
なお、平成以降では最も被害額が少ない年（県全体 1,010 百万
円）であった。 
 
冬期風浪。浜田・益田地区を中心に海岸災害が発生。箇所数 3
件、査定決定額 146 百万円。 
梅雨前線豪雨。隠岐地区を除く県内全域で被害が発生。箇所数
609 件、査定決定額 2,531 百万円。 
 
梅雨前線豪雨。益田・隠岐地区を中心に県内全域で被害が発生。 
箇所数 184 件、査定決定額 857 百万円。 
 
停滞前線による豪雨により県内全域で被害が発生。箇所数 149 件、
査定決定額 545 百万円。 
台風第 12 号。松江・雲南地区を中心に被害。箇所数 249 件、査
定決定額 1,559 百万円。 
 
梅雨前線豪雨。出雲・雲南・県央地区を中心に被害。箇所数 459
件、査定決定額 1,626 百万円。 
 
豪雨。7/28 に津和野町で累計雨量 381 ㎜、最大時間雨量 91 ㎜
を記録。益田・津和野・吉賀を中心に被害が発生。箇所数 218 件、
査定決定額 4,721 百万円。 
豪雨。県央・浜田地区を中心に県内各地で被害。箇所数 1,365
件、査定決定額 11,276 百万円。 
7 月から 8 月にかけて複数回の特別警報に匹敵する豪雨により、県
央・浜田・益田地区に大きな被害をもたらし、1 市 3 町が局地激甚災
害に指定。平成 25 年全体では 2,018 件、査定決定額 17,929 百
万円で、平成以降 2 番目の被害となった。 
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6/28 〜 7/1 
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豪雨。出雲・雲南・県央地区を中心に被害。箇所数 48 件、査定決
定額 159 百万円。 
台風第 19 号。雲南市・隠岐の島町を中心に被害。箇所数 6 件、査
定決定額 117 百万円。 
 
台風第 11 号。箇所数 1 件、査定決定額 34 百万円。 
豪雨。箇所数 8 件、査定決定額 21 百万円。 
上記を含めて平成 27 年全体では、箇所数 20 箇所、査定決定額
283 百万円であったが、これは平成となってから最も少ない査定額であ
った。 
 
梅雨前線豪雨。雲南・県央・浜田地区を中心に被害。箇所数 229
件、査定決定額 1,648 百万円。 
6 月下旬から 7 月上旬の梅雨前線豪雨などにより県内各地で被害。 
 
梅雨前線豪雨。邑南町・浜田市・益田市を中心に被害。箇所数
256 件、査定決定額 3,376 百万円。 
梅雨前線に伴う線状降水帯による豪雨で 5 日早朝、浜田市、益田
市、邑南町、津和野町に大雨特別警報が発表。この豪雨をはじめ、7
月末から 9 月にかけての豪雨、台風第 18 号、台風第 21 号の接近
により、県内各地の河川・道路で大きな被害。 
平成 29 年全体では 377 件、4,546 百万円の査定決定額。この 10
年で 2 番目に大きな被害。 
 
地震。県西部を震源とするＭ6.1 の地震が発生。大田市で震度 5 強
を記録。大田市を中心に被害。箇所数 25 件、査定決定額 265 百
万円。 
梅雨前線豪雨。県内各地で被害。箇所数 39 箇所、査定決定額
809 百万円。 
梅雨前線豪雨。県央地区を中心に県内各地で被害。箇所数 156
件、査定決定額 1,963 百万円。 
台風第 24 号。松江・雲南・出雲地区を中心に被害。箇所数 104
件、査定決定額 879 百万円。 
梅雨前線では江の川支流の八戸川の堤防決壊など、県央地区を中
心に甚大な被害。平成 30 年全体では 403 件、4,910 百万円の査
定決定額。この 10 年で 2 番目に大きな被害。 
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梅雨前線豪雨。飯南町・出雲市を中心に被害。箇所数 10 件、査定
決定額 112 百万円。 
秋雨前線豪雨。雲南・浜田地区を中心に被害。箇所数 23 件、査定
決定額 174 百万円。 
上記を含めて令和元年全体では、箇所数 41 箇所、査定決定額
370 百万円であったが、これは平成となってから平成 27 年に次いで少
ない査定額であった。 
 
梅雨前線豪雨。雲南地区を中心に被害。箇所数 98 件、査定決定
額 539 百万円。 
梅雨前線豪雨。松江・雲南・県央・浜田地区を中心に被害。 
箇所数 107 件、査定決定額 898 百万円。 
「令和 2 年 7 月豪雨」など梅雨前線等による一連の災害は激甚災害
に指定。 
豪雨。隠岐の島町で被害。箇所数 94 件、査定決定額 1,339 百万
円。隠岐の島町が局地激甚災害に指定。 
台風第 10 号。松江市・雲南市で被害。箇所数 37 件、査定決定額
293 百万円。 
令和 2 年災害では 7 月の豪雨により、平成 30 年に続き、川本町・
美郷町・江津市において江の川流域で浸水被害が発生。 
令和 2 年全体では、360 件、3,244 百万円の査定決定額であった。 
 
梅雨前線豪雨。県東部を中心に甚大な被害。箇所数 1,231 件、査
定決定額 17,666 百万円。 
雲南市・飯南町が局地激甚災害に指定。 
台風第 9 号。隠岐地区及び県西部を中心に被害。箇所数 307 件、
査定決定額 3,873 百万円。 
台風から温帯低気圧に変わった後も勢力を維持し、日本海へ。 
9 日明け方に隠岐地方に線状降水帯が発生し、非常に強い降雨。 
豪雨。停滞した前線の影響により県内各地で被害。箇所数 172 件、
査定決定額 2,419 百万円。 
広島県の江の川流域で激しい雨を観測した後、14 日は江の川下流
の江津市・美郷町・川本町で河川が氾濫。 
台風第 9 号を含む 8 月の豪雨では、隠岐の島町・西ノ島町が局地激
甚災害に指定。 
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令和 3 年発生災害全体では、箇所数 1,713 件、査定決定額
24,014 百万円で平成以降では最大の額。昭和 30 年以降において
も、昭和 58 年、昭和 63 年、昭和 60 年に次いで大きな額となった。 
 
豪雨。県西部を中心に 29 箇所、査定決定額 315 百万円の被害。 
台風第 14 号。19 日に出雲市付近に上陸し、23 箇所、査定決定
額 496 百万円の被害。この影響により、高津川が大雨により増水し、
益田市内の水位観測所では氾濫危険水位を超える箇所が発生。 
令和４年発生災害全体では、箇所数73件、1,327 百万円の査定
決定額であった。 
 
梅雨前線豪雨。8 日には線状降水帯が発生。松江市、出雲市、益
田市の河川が氾濫し、河川、道路等で多数の被害。箇所数 125
件、1,573 百万円の被害が発生。 
豪雨。隠岐郡海士町で「記録的短時間大雨情報」が発表されるなど
局地的な大雨。松江、雲南、隠岐で災害が発生。箇所数 13 件、査
定決定額 62 百万円。 
令和５年発生災害全体では、箇所数 156 件、1,847 百万円の査
定決定額であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


